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農
水
省
は
８
月
８
日
、
２３

年
度
の
食
料
自
給
率
に
つ
い

て
公
表
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
に
つ
い
て
は
、
小
麦

の
生
産
量
増
加
や
、
油
脂
類

の
消
費
量
減
少
が
プ
ラ
ス
要

因
と
な
る
一
方
で
、
テ
ン
菜

の
糖
度
低
下
に
よ
る
国
産
原

料
の
製
糖
量
の
減
少
が
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
な
り
、
前
年
度

並
み
の
３８
％
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
政
府
が
目
標
と

し
て
き
た
、
３０
年
度
ま
で
に

４５
％
、
と
の
差
は
縮
ま
ら
な

か
っ
た
。

飼
料
自
給
率
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
１
㌽
増
の

２７
％
と
な
っ
た
。
今
後
も
、

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
増

産
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の

食
料
自
給
率
に
つ
い
て
は
、

輸
入
さ
れ
た
食
料
の
量
は
前

年
度
と
同
程
度
だ
が
、
国
際

的
な
穀
物
価
格
や
生
産
資
材

価
格
の
水
準
が
前
年
度
と
比

較
し
て
落
ち
着
き
、
輸
入
総

額
が
前
年
度
比
で
減
少
（
特

に
、
畜
産
物
、
油
脂
類
の
輸

入
総
量
が
減
少
）
し
た
こ
と

等
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
㌽

増
の
６１
％
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
目
標
と
す
る
７５
％
と
の

差
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。

今
回
成
立
し
た
改
正
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
は
、

自
給
率
な
ど
の
目
標
の
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
定
め
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本

年
度
中
に
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
を
改
定
し
、
新

た
な
目
標
を
設
定
す
る
。

今
後
、
大
部
分
を
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
小
麦
や
大

豆
、
飼
料
な
ど
の
国
産
化
を

目
指
す
。
こ
の
目
標
の
新
し

い
基
準
や
、
そ
の
目
標
の
達

成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
政

策
が
注
目
さ
れ
る
。

農
水
省
は
７
月
３０
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
「
米

穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
基
本
指
針
」
の
策

定
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。
２４

／
２５
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
指
針
案
が
示
さ
れ
た
。

２３
／
２４
年
（
２３
年
７
月
〜

２４
年
６
月
）
の
主
食
用
米
等

の
需
要
実
績
は
７
０
２
万
ｔ

（
速
報
値
）
で
、
前
年
の
６

９
１
万
ｔ
か
ら
１１
万
ｔ
の
増

加
と
な
っ
た
。こ
の
実
績
は
、

１
人
当
た
り
消
費
量
を
５６
・

４
㎏
（
前
年
よ
り
１
・
１
㎏

増
）
と
推
計
し
て
算
出
し
て

い
る
。

２４
／
２５
年
の
主
食
用
米
等

の
需
要
見
通
し
は
、
６
７
３

万
ｔ
で
前
年
よ
り
２９
万
ｔ
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
１
人

当
た
り
消
費
量
も
５４
・
４
㎏

と
、
前
年
よ
り
２
・
０
㎏
減

と
推
計
し
て
い
る
。
１
人
当

た
り
の
コ
メ
の
消
費
量
は
年

々
減
少
し
て
い
る
。

一
方
、
２３
年
産
の
主
食
用

米
等
の
生
産
量
は
６
６
１
万

ｔ
で
、
２４
年
産
の
生
産
量
は

６
６
９
万
ｔ
と
、
約
８
万
ｔ

の
増
加
と
み
て
い
る
。

２４
年
６
月
末
の
民
間
在
庫

量
（
速
報
値
）
を
見
る
と
、

前
年
か
ら
４１
万
ｔ
減
少
の
１

５
６
万
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
６
月
末
の
民
間
在

庫
と
し
て
把
握
し
て
い
る
９９

年
以
降
で
最
低
水
準
の
在
庫

量
だ
。

こ
れ
を
受
け
、
坂
本
農
水

大
臣
は
８
月
２
日
の
会
見

で
、
「
新
米
の
出
回
り
ま
で

に
必
要
な
在
庫
水
準
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
時
点
で
主
食
用
米
の

全
体
需
給
は
、
ひ
っ
迫
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

主
食
用
米
の
生
産
量
に
つ

い
て
は
、
よ
り
深
い
議
論
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

農
水
省
は
７
月
３０
日
、
２４

年
産
の
水
田
に
お
け
る
主
食

用
米
・
戦
略
作
物
等
の
作
付

け
意
向
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
別
の
第
３
回
中
間
的
取
り

組
み
状
況
（
２４
年
６
月
末
時

点
）
を
公
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
２３
年
産
実
績
と
比
較
し

て
、「
増
加
傾
向
」が
１６
県
、

「
減
少
傾
向
」
が
１３
県
、
「
前

年
並
み
」が
１８
県
と
な
っ
た
。

前
回
調
査
（
４
月
末
時
点
）

か
ら
５
県
（
秋
田
・
埼
玉
・

滋
賀
・
岡
山
・
佐
賀
）が「
増

加
傾
向
」
に
転
じ
た
。

「
増
加
傾
向
」
が
増
え
た

要
因
と
し
て
、
主
食
用
米
が

前
年
産
か
ら
猛
暑
な
ど
の
影

響
に
よ
る
品
薄
感
か
ら
、
飼

料
用
米
か
ら
主
食
用
米
に
転

換
す
る
動
き
が
広
が
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
戦
略
作
物

の
う
ち
、
飼
料
用
米
は
前
年

実
績
よ
り
「
減
少
傾
向
」
が

４２
県
と
大
半
を
占
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

一
方
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
（
稲

発
酵
粗
飼
料
用
稲
）は
、「
増

加
傾
向
」
が
３９
県
に
も
及
ん

だ
。
輸
入
粗
飼
料
価
格
の
高

止
ま
り
に
よ
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

稲
の
需
要
が
増
加
し
て
飼
料

用
米
か
ら
転
換
し
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
見
ら
れ
る
。

麦
に
つ
い
て
は
、
「
増
加

傾
向
」
「
減
少
傾
向
」
と
も

に
１７
県
と
な
っ
て
い
る
。

大
豆
は
「
増
加
傾
向
」
が

６
県
、
「
減
少
傾
向
」
が
３１

県
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
７
月
１９
日
、
２３

年
の
外
国
法
人
等
に
よ
る
農

地
・
森
林
取
得
に
関
す
る
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。

農
地
に
つ
い
て
は
、
愛
媛

県
の
農
地
０
・
６
ha
１
件
だ

っ
た
が
、
森
林
は
３３
件
（
面

積
１
３
４
ha
）
も
の
事
例
が

あ
っ
た（
左
表
）。
こ
れ
は
、

昨
年
の
１４
件
の
２
倍
以
上
の

数
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
水
省
は
昨
年
９
月
か

ら
、
農
地
の
所
有
権
を
新
た

に
取
得
す
る
個
人
や
法
人
に

対
し
、
国
籍
の
報
告
を
義
務

付
け
て
い
る
。
市
町
村
の
農

業
委
員
会
に
許
可
を
申
請
す

る
際
に
、
国
籍
を
報
告
す
る

よ
う
求
め
て
、
外
国
資
本
に

よ
る
農
地
・
森
林
取
得
を
注

視
し
て
い
る
。

「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
」
は
日
本

一
大
き
く
な
る
、
北
海
道
足

寄
町
で
し
か
大
き
く
な
ら
な

い
不
思
議
な
フ
キ
だ
。

大
き
く
な
る
原
因
は
学
術

的
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い

が
、
盆
地
で
あ
る
足
寄
町
のめ

気
候
、
火
山
灰
の
土
壌
、
雌

阿
寒
岳
の
麓「
オ
ン
ネ
ト
ー
」

ら

わ
ん

を
源
流
と
す
る
螺
湾
川
の
成

分
が
影
響
し
て
い
る
な
ど
の

要
因
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

写
真
は
６
月
２３
日
「
第
２７

回
ラ
ワ
ン
ぶ
き
狩
り
」
の
様

子
。大
人
の
背
丈
よ
り
高
く
、

子
ど
も
は
ス
ッ
ポ
リ
と
覆
わ

れ
て
し
ま
う
大
き
さ
だ
。

ラ
ワ
ン
ぶ
き
は
、
ア
ク
が

少
な
く
、
繊
維
が
柔
ら
か
い

た
め
、
天
ぷ
ら
な
ど
様
々
な

料
理
に
使
わ
れ
る
。

写
真
提
供
：
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ

居住地が海外にある外国法人又は
外国人と思われる者による森林取得

利用目的
資産保有
不明
不明
不明
不明
住居地
資産保有
不明
不明
資産保有
不明
資産保有
不明
資産保有
資産保有
資産保有

資産保有

資産保有
不明
資産保有
資産保有
不明
不明
資産保有
住宅建設
資産保有
別荘購入
宿泊施設
別荘購入
別荘購入
別荘購入
資産保有
不動産購入

（農水省の資料から）

面積（ha）
３
０．１
０．１
０．１
０．１
４
４
０．０４
０．０６
０．２
０．０３
３
０．３
４
５
５

２

３
５３
０．０２
１
０．２
０．０１
１２
１
１４
０．０８
１１
１
０．８
０．１
３
０．３

取得者の住所地
台湾
大韓民国

オーストラリア
香港
大韓民国
シンガポール
ノルウェー
台湾

オーストラリア
英領バージン諸島
シンガポール
英領バージン諸島
マレーシア
アメリカ合衆国
シンガポール
英国

フィリピン・オーストラリア・
日本の共有

シンガポール
英領バージン諸島
英領バージン諸島
シンガポール
英領バージン諸島
大韓民国
タイ
香港

オーストラリア
マレーシア
シンガポール
オーストラリア

香港
台湾

アメリカ合衆国
大韓民国

主体
個人
法人
個人
法人
個人
個人
個人
個人
法人
法人
個人
法人
個人
個人
法人
個人

法人

個人
法人
法人
個人
法人
個人
個人
個人
法人
個人
法人
個人
法人
個人
法人
個人

市町村
千歳市

蘭越町

ニセコ町

真狩村

留寿都村

俱知安町

赤井川村
当麻町
洞爺湖町
那須町
妙高市
南砺市
軽井沢町
白馬村
京丹波町
白浜町

都道府県

北海道

栃木県
新潟県
富山県

長野県

京都府
和歌山県

２０２４／２５年の主食用米等の
需給見通し （万㌧）

２４年６月末の
民間在庫量 Ａ １５６

（１９７）

２４年産主食用
米等生産量 Ｂ ６６９

（６６１）

２４／２５年主食用
米等供給量計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ ８２５

（８５８）

２４／２５年主食用
米等需要量 Ｄ ６７３

（７０２）

２５年６月末の
民間在庫量 Ｅ＝Ｃ－Ｄ １５２

（１５６）
※（ ）内は２３／２４年の需給実績（速報値）

農水省の資料を基に作成

足
寄
だ
け
で
育
つ
日
本
一
の「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
」

食
料
自
給
率
は
依
然
３８
％

食
料
自
給
率
は
依
然
３８
％

本
年
度
中
に
新
た
な
目
標
を
設
定

主
食
用
米
の
需
要
１１
万
ｔ
増
加

外
国
資
産
の
土
地
取
得
件
数
、

前
年
の
２
倍
以
上
に

在
庫
量
は
１
５
６
万
ｔ
で
過
去
最
低

・「食料・農業 知っておきたい話」―１３６―（２面）
・農地の貸借・売買は農地バンク経由に （３面）
・花平改良同志会テレビ出演 （４面）
・可給態窒素分析による施肥診断 （５面）
・暑熱対策 子宮内洗浄で受胎率向上―
ブドウ種子抽出物給与で繁殖改善 （６面）
・アニマルウェルフェア調査結果公表 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

主
食
用
米
作
付
け「
増
加
傾
向
」
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農
水
省
は
７
月
１０
日
、
同

省
講
堂
で
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
改
正
法
等
に
関

す
る
説
明
会
」を
開
催
し
た
。

【
改
正
基
本
法
に
つ
い
て
】

ま
ず
初
め
に
同
省
か
ら
、

改
正
基
本
法
の
基
本
理
念
の

大
き
な
軸
は
「
食
料
安
全
保

障
の
確
保
」
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
強
調
さ
れ
た
。

食
料
安
全
保
障
の
た
め
の

重
点
的
取
り
組
み
事
項
と
し

て
、
①
食
品
ア
ク
セ
ス
問
題

を
含
む
物
流
対
策
、
②
輸
入

の
安
定
化
の
た
め
の
相
手
先

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス（
影
響
力
）

の
確
保
及
び
品
種
な
ど
の
知

的
財
産
保
護
に
よ
る
輸
出
促

進
、
③
持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
、
④
食
料
の
価
格
形
成

で
は
、
資
材
費
な
ど
の
高
騰

対
策
と
し
て
、
生
産
費
を
考

慮
し
た
合
理
的
な
価
格
形
成

に
向
け
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の

構
築
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

質
疑
応
答
で
、
「
価
格
形

成
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方

策
と
は
何
か
」
と
の
問
い
に

「
生
産
費
を
必
ず
保
障
す
る

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

話
し
合
い
の
上
で
考
慮
し
て

も
ら
う
こ
と
を
促
す
制
度

だ
。
今
後
も
合
理
的
な
道
を

模
索
し
て
い
く
」
と
し
た
。

【
関
連
３
法
案
に
つ
い
て
】

◆
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法不

測
の
事
態
に
よ
り
食
料

が
足
り
な
く
な
っ
た
時
に

は
、
生
産
者
に「
生
産
計
画
」

の
作
成
・
届
出
を
要
請
す
る

（
※
平
時
か
ら
の
対
策
と
し

て
、
民
間
在
庫
の
調
査
も
行

う
。
現
状
、
立
ち
入
り
調
査

を
予
定
）
。
不
測
時
に
供
給

量
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、

生
産
計
画
の
変
更
の
指
示
な

ど
の
措
置
が
取
ら
れ
る
。

同
省
は
、
同
法
の
罰
則
規

定
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
る

生
産
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

「
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
に
イ
モ
を

作
れ
と
命
令
し
た
り
、
出
来

な
い
無
理
な
量
の
生
産
を
強

制
す
る
趣
旨
で
は
な
い
」
と

説
明
し
た
。

◆
農
振
法
等
改
正

農
地
の
総
量
確
保
の
た

め
、
①
農
用
地
区
域
の
変
更

に
係
る
国
の
関
与
の
強
化

等
、
農
地
の
総
量
確
保
の
た

め
の
措
置
の
強
化
、
②
転
用

許
可
後
の
定
期
報
告
及
び
原

状
回
復
命
令
に
従
わ
な
い
者

の
公
表
等
、
農
地
転
用
に
係

る
手
続
き
の
厳
格
化
、
な
ど

が
措
置
さ
れ
た
。

併
せ
て
、
農
地
所
有
適
格

法
人
の
議
決
権
に
係
る
要
件

を
一
部
緩
和
す
る
こ
と
で
、

当
該
法
人
の
経
営
の
発
展
や

「
農
地
計
画
（
目
標
地
図
）
」

に
基
づ
く
農
地
の
集
積
が
行

い
や
す
い
よ
う
措
置
し
た
。

◆
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
法

日
本
全
体
の
高
齢
化
と
、

今
後
の
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
、
作
業
の
省
力
化
や

負
担
軽
減
、
少
人
数
で
も
経

営
継
続
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
技
術
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
く
。

質
疑
応
答
で
は
、
生
産
者

や
関
係
団
体
か
ら
、
不
安
や

懸
念
の
声
が
あ
り
、
「
生
産

者
の
皆
様
に
な
る
べ
く
不
安

が
無
い
よ
う
、
よ
く
相
談
し

て
詳
細
を
詰
め
て
参
り
た

い
」
と
同
省
は
回
答
し
た
。

◎
過
剰
を
理
由
に
買
叩

き
、
今
度
は
足
り
ぬ
？

ま
ず
、
「
コ
メ
不
足
」
に

つ
い
て
だ
が
、
過
剰
、
過
剰

と
言
わ
れ
た
コ
メ
が
、
突
如

足
り
な
い
と
言
い
始
め
た
。

昨
年
の
猛
暑
に
よ
る
減
産
・

品
質
低
下
と
訪
日
客
の
急
増

に
よ
る
需
給
ひ
っ
迫
と
言
わ

れ
る
が
、
猛
暑
な
ど
の
異
常

気
象
は
頻
度
が
高
ま
っ
て
い

る
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
、

コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
部
分
が

大
き
い
の
だ
か
ら
、
想
定
外

と
は
言
い
難
い
。

根
本
原
因
は
別
に
あ
る
。

過
剰
在
庫
を
理
由
に
、
①
生

産
者
に
は
生
産
調
整
強
化
を

要
請
し
、
②
水
田
を
畑
に
し

た
ら
１
回
限
り
の
「
手
切
れ

金
」
を
支
給
す
る
と
し
て
田

ん
ぼ
潰
し
を
始
め
、
③
農
家

の
赤
字
補
て
ん
は
せ
ず
、
④

小
売
・
流
通
業
界
も
安
く
買

い
た
た
く
か
ら
、
農
家
が
苦

し
み
、
米
生
産
が
減
っ
て
き

て
い
る
の
が
根
底
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
⑤
増
産
を
奨
励

し
、
コ
メ
の
政
府
備
蓄
を
増

や
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
放
出

で
調
整
で
き
る
の
に
、
そ
れ

を
し
な
い
か
ら
、
対
応
で
き

な
い
の
だ
。

◎
国
内
酪
農
を
疲
弊
さ

せ
、
輸
入
で
賄
う
愚

「
バ
タ
ー
不
足
」
も
同
じ

だ
。
過
剰
、
過
剰
と
言
わ
れ

た
が
、
バ
タ
ー
が
足
り
な
い

と
言
い
始
め
た
。
昨
年
の
猛

暑
に
よ
る
減
産
の
せ
い
だ
と

言
う
が
、
根
本
原
因
は
別
に

あ
る
。過
剰
在
庫
を
理
由
に
、

①
酪
農
家
に
は
減
産
を
要
請

し
、
②
乳
牛
を
処
分
し
た
ら

一
時
金
を
支
給
す
る
と
し
て

乳
牛
減
ら
し
を
始
め
、
③
酪

農
家
の
赤
字
補
て
ん
は
せ

ず
、
逆
に
、
脱
脂
粉
乳
在
庫

減
ら
し
の
た
め
と
し
て
酪
農

家
に
重
い
負
担
金
を
拠
出
さ

せ
、
④
小
売
・
加
工
業
界
も

乳
価
引
き
上
げ
を
渋
っ
た
た

め
、
廃
業
も
増
え
、
生
乳
生

産
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が

根
底
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
⑤
増
産
を
奨
励

し
、
政
府
が
バ
タ
ー
・
脱
脂

粉
乳
の
政
府
在
庫
を
増
や
し

て
い
れ
ば
、
そ
の
買
い
入
れ

と
放
出
で
調
整
で
き
る
の

に
、
そ
れ
を
し
な
い
か
ら
、

対
応
で
き
な
い
。そ
の
結
果
、

酪
農
家
を
苦
し
め
た
失
政
の

ツ
ケ
を
、
さ
ら
に
輸
入
を
増

や
す
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
酪

農
家
を
苦
し
め
る
形
で
対
応

す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
あ

き
れ
る
。
輸
入
を
国
産
に
置

き
換
え
て
自
給
率
を
高
め
る

べ
き
と
き
に
、
国
産
を
減
ら

し
て
輸
入
で
賄
う
と
い
う

「
逆
行
政
策
」
が
進
ん
で
い

る
。◎

生
産
調
整
か
ら
販
売
調

整
へ

不
足
と
過
剰
へ
の
場
当
た

り
的
な
対
応
を
要
請
さ
れ
、

酪
農
家
は
翻
弄
さ
れ
、
疲
弊

し
て
き
た
歴
史
を
も
う
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
酪
農

家
が
限
界
に
来
て
い
る
。

牛
は
水
道
の
蛇
口
で
は
な

い
。時
間
の
ズ
レ
が
生
じ
て
、

生
産
調
整
は
必
ず
チ
グ
ハ
グ

に
な
る
。
生
産
調
整
、
減
産

を
や
め
て
、
販
売
調
整
、
出

口
対
策
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ

る
。
増
産
し
て
も
ら
っ
て
、

国
の
責
任
で
備
蓄
も
増
や

し
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
供

食
堂
に
も
届
け
、
海
外
支
援

に
も
活
用
す
れ
ば
、
消
費
者

も
生
産
者
も
、皆
が
助
か
り
、

食
料
危
機
に
も
備
え
ら
れ

る
。◎

農
家
が
ど
れ
だ
け
苦
し

ん
で
い
る
か

ど
れ
だ
け
、
稲
作
農
家
が

苦
し
ん
で
い
る
か
。実
際
に
、

農
水
省
公
表
の
経
営
収
支
統

計
を
確
認
す
る
と
、
農
家
の

疲
弊
の
厳
し
さ
に
驚
く
。
２

０
２
０
年
で
、
稲
作
農
家
が

１
年
働
い
て
手
元
に
残
る
所

得
は
１
戸
平
均
１７
・
９
万
円

で
、
自
分
の
労
働
へ
の
対
価

は
時
給
に
す
る
と
１
８
１

円
、
２１
年
、
２２
年
は
両
年
と

も
、
所
得
は
１
万
円
、
時
給

で
１０
円
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
。

あ
る
稲
作
農
家
は
話
し
て

く
れ
た
。
「
家
族
農
業
の
米

作
り
は
自
作
の
コ
メ
を
食
べ

た
い
、
先
祖
か
ら
の
農
地
は

何
と
し
て
も
守
る
と
い
う
心

意
気
だ
け
が
支
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
」
と
。

酪
農
経
営
も
深
刻
な
事
態

で
あ
る
。
酪
農
経
営
で
は
、

平
均
で
所
得
は
マ
イ
ナ
ス
、

特
に
、
酪
農
業
界
を
牽
引
し

て
規
模
拡
大
し
て
き
た
最
大

規
模
階
層（
平
均
３
３
０
頭
）

で
は
、
赤
字
が
平
均
で
２
０

０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
。

◎
今
後
も
放
置
す
る
と

「
基
本
法
」
で
定
め
て
、
果

て
は
「
有
事
立
法
」

さ
ら
に
、
２５
年
ぶ
り
の
農

業
の
憲
法
た
る
「
基
本
法
」

の
改
定
で
、
誤
っ
た
政
策
を

改
善
す
る
ど
こ
ろ
か
、
政
策

は
十
分
で
あ
り
、
潰
れ
る
者

は
潰
れ
れ
ば
よ
い
、
農
業
・

農
村
の
疲
弊
は
や
む
を
得
な

い
、
一
部
の
企
業
が
儲
か
れ

ば
そ
れ
で
よ
い
、
と
い
う
方

向
性
を
打
ち
出
し
た
。

し
か
も
、
こ
の
深
刻
な
総

崩
れ
の
事
態
を
放
置
し
て
、

支
援
策
は
出
さ
ず
に
、
有
事

に
は
、
罰
則
で
脅
し
て
強
制

増
産
さ
せ
る
「
有
事
立
法
」

を
準
備
し
て
凌
ぐ
の
だ
と
い

う
。
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

わ
け
も
な
い
し
、
し
て
い
い

わ
け
も
な
い
。

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の
推
進

も
、
今
頑
張
っ
て
い
る
農
業

を
地
球
温
暖
化
の
主
犯
と
し

て
、
農
家
の
退
場
を
促
す
か

の
よ
う
に
し
て
、
一
部
の
企

業
の
次
の
儲
け
に
つ
な
が

る
、
昆
虫
食
、
培
養
肉
、
人

工
肉
、
無
人
農
場
な
ど
を
推

進
す
る
と
し
て
い
る
。

今
、
農
村
現
場
で
頑
張
っ

て
い
る
人
々
は
支
援
せ
ず
、

農
家
を
退
場
さ
せ
て
、
一
部

の
企
業
の
利
益
に
つ
な
が
る

よ
う
な
政
策
を
推
進
す
る
と

い
う
の
は
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

推
進
も
、
改
定
基
本
法
に
も

共
通
す
る
流
れ
だ
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
続
け

た
ら
、
農
業
・
農
村
は
破
壊

さ
れ
、
国
民
に
対
す
る
質
と

量
の
両
面
の
食
料
安
全
保
障

も
損
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど

に
日
本
の
地
域
と
国
民
の
命

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
ま
で
一

部
企
業
の
利
益
を
重
ん
じ

る
。
ど
う
し
て
、
こ
こ
ま
で

「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分

だ
け
」
の
政
治
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

農
水
省
は
８
月
２
日
、
２４

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
に

お
け
る
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
実
績
に
つ
い
て
公
表

し
た
。
農
産
物
（
加
工
食
品

含
む
）
輸
出
額
は
前
年
同
期

比
５
・
７
％
増
の
４
５
７
４

億
円
と
な
っ
た
（
表
）
。

品
目
別
で
は
、
緑
茶
が
同

３６
・
８
％
増
の
１
５
９
億
円

と
大
き
な
伸
び
を
示
し
た
。

こ
れ
は
、
欧
米
で
の
日
本
食

ブ
ー
ム
や
、
円
安
な
ど
の
影

響
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

同
様
に
、
米
も
同
３２
・
８

％
増
と
な
っ
た
。

果
実
で
は
カ
ン
キ
ツ
系
が

同
３１
・
５
％
増
と
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。

畜
産
で
は
、
牛
肉
が
同
７

・
７
％
増
の
２
８
２
億
円
と

な
っ
た
。
数
量
で
も
同
１２
・

８
％
増
と
な
っ
た
。

一
方
、
豚
肉
は
同
１８
・
１

％
減
と
な
っ
た
。

酪
農
品
で
は
、
粉
乳
等
が

同
１１
・
３
％
減
と
な
っ
て
い

る
。
数
量
ベ
ー
ス
で
は
４７
・

４
％
減
と
な
っ
た
。
要
因
と

し
て
は
、
脱
脂
粉
乳
が
前
年

に
過
剰
在
庫
削
減
対
策
と
し

て
の
輸
出
が
急
増
し
た
こ
と

の
反
動
に
よ
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
全
体

と
し
て
は
、
同
１
・
８
％
減

の
７
０
１
３
億
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
夏
か
ら

の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
放
出
以

降
、
中
国
及
び
香
港
向
け
の

水
産
物
輸
出
が
激
減
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

２４年上半期 農林水産物・食品 輸出額
品 目 金額(百万円) 前年同期比
畜産品 65，095 4．2

牛肉 28，203 7．7
豚肉 1，042 -18．1
牛乳・乳製品 15，934 -5．6

米 5，528 32．8
リンゴ 6，547 4．5
イチゴ 4，339 -8．6
カンキツ 760 31．5
緑茶 15，904 36．8
加工食品 256，782 2．9

農産物計 457，400 5．7
林産物計 31，510 2．8
水産物計 166，057 -19．3
農林水産物・食品計 701，300 -1．8

酪農経営、肉用牛経営の経営収支 （２０２２年）
農業経営収支

所得

千円
△４８８
６５１

４，１９２
△４，９１７
△２０，６６８
△３８３
１２４

２，１１４
△２９，７７２

資料 :農林水産省「農業経営統計調査」

経営費

千円
９４，２７７
３３，９５３
８２，１６６
１８６，５５２
４６３，５１１
４４，１５０
２１，２３２
２１１，４７１
７８７，４３２

粗収益

千円
９３，７８９
３４，６０４
８６，３５８
１８１，６３５
４４２，８４３
４３，７６７
２１，３５６
２１３，５８５
７５７，６６０

経営主の
平均年齢

歳
５８．０
６２．１
５５．１
５１．６
５０．６
６５．２
６５．６
５７．２
５９．７

労働時間

自営農業

時間
８，０８７
４，７０７
７，７１７
１２，３２０
３０，０１４
４，２４５
３，５２０
１０，８５２
２５，２７６

農業従事者数

計

人
５．１１
３．３６
５．０９
７．４０
１５．３６
３．９２
３．５５
７．３３
１３．５１

営農類型
規模

頭
７０．９
２８．９
６６．２
１２６．３
３３４．８
６７．６
３２．４
２８２．５

１，２９９．４

区分

酪農経営
５０頭未満
５０～１００
１００～２００
２００頭以上

肉用牛経営
２００頭未満
２００～５００
５００頭以上

日
本
農
業
危
機
打
開
の
た
め
に

緑
茶
・
米
な
ど
の
増
加
が
堅
調

改
正
基
本
法
等
説
明
会
を
開
催

２４
年
上
半
期
農
林
水
産
物
輸
出
実
績

「コメ不足」「バター不足」を
猛暑のせいにはできない

「コメ不足」「バター不足」を
猛暑のせいにはできない

～農家を疲弊させる政策が根本原因～
東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏

食料・農業 知っておきたい話 第１３６回
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担
い
手
不
足
に
よ
り
農
地

の
維
持
管
理
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
農
地
の

貸
借
や
売
買
は
、
市
町
村
計

画
に
基
づ
く
相
対
、
農
地
バ

ン
ク
（
１４
年
に
制
度
化
）
経

由
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
許

可
な
ど
の
方
法
に
よ
り
行
わ

れ
て
き
た
が
、
今
般
の
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改

正
等
に
よ
り
、
２５
年
４
月
か

ら
は
、
農
地
の
貸
借
や
売
買

は
原
則
と
し
て
農
地
バ
ン
ク

を
経
由
す
る
こ
と
に
な
る
。

◆
「
農
地
バ
ン
ク
」
と
は

ま
ず
、
農
地
バ
ン
ク
（
農

地
中
間
管
理
機
構
）
と
は
、

実
は
、
団
体
名
で
は
な
い
。

法
律
で
は
「
団
体
の
申
請
に

よ
り
、
都
道
府
県
に
一
を
限

っ
て
、
知
事
が
指
定
す
る
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

指
定
を
受
け
た
農
業
公
社
や

農
業
振
興
公
社
な
ど
の
団
体

が
、
「
農
地
中
間
管
理
事
業

を
行
う
法
人
＝
農
地
バ
ン
ク

（
通
称
）
」
と
し
て
農
地
の

貸
借
や
売
買
の
仲
介
業
務
を

行
う
、
と
い
う
の
が
、
「
農

地
バ
ン
ク
」
の
制
度
だ
。

そ
の
た
め
、
全
国
の
都
道

府
県
で
農
地
バ
ン
ク
に
指
定

さ
れ
て
い
る
団
体
は
、
実
に

様
々
と
な
っ
て
い
る
。

住
ん
で
い
る
地
域
の
農
地

バ
ン
ク
を
探
し
た
い
時
に

は
、
農
水
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
各
都
道
府
県
の
農
地
中

間
管
理
機
構（
農
地
バ
ン
ク
）

一
覧
」
か
ら
検
索
で
き
る
。

◆
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
で

何
が
変
わ
る
の
か
？

こ
れ
ま
で
、農
地
の
貸
借
・

売
買
は
、「
市
町
村
計
画（
農

業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
市

町
村
が
作
成
す
る
『
農
用
地

利
用
集
積
計
画
』
）
」
に
基

づ
く
も
の
が
多
く
を
占
め
て

い
た
。
農
地
バ
ン
ク
が
始
ま

っ
て
か
ら
は
、
次
第
に
農
地

バ
ン
ク
を
経
由
し
て
の
農
地

の
貸
借
等
が
増
え
て
き
た
。

今
般
の
制
度
改
正
で
は
、

主
に
前
出
の「
市
町
村
計
画
」

が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ

っ
て
、
農
地
の
貸
借
・
売
買

に
係
る
権
利
の
設
定
・
移
転

は
原
則
と
し
て
農
地
バ
ン
ク

が
作
成
す
る
農
用
地
利
用
集

積
等
促
進
計
画
に
よ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

◆
農
地
の
貸
借
・
売
買
は

原
則
と
し
て
農
地
バ
ン
ク
経

由
に新

た
な
制
度
で
は
、ま
ず
、

市
町
村
が
、
農
地
利
用
の
将

来
に
つ
い
て
地
域
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
、
そ
の
話
し

合
い
の
結
果
を
踏
ま
え
て

「
地
域
計
画
」を
作
成
す
る
。

こ
の
地
域
計
画
の
中
に
農
地

利
用
の
目
標
と
し
て
「
目
標

地
図
」
が
定
め
ら
れ
る
。

農
業
委
員
会
・
農
地
バ
ン

ク
・
農
協
な
ど
は
、
地
域
の

農
業
を
担
う
者
が
「
目
標
地

図
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
目
標
地
図
を
作
成
す
る

市
町
村
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
く
。

農
地
バ
ン
ク
を
介
し
た
貸

借
や
売
買
と
な
る
た
め
、
相

対
に
よ
る
よ
り
も
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
難
い
こ
と
が
メ
リ

ッ
ト
と
な
る
。
（
な
お
、
ど

う
し
て
も
相
対
を
希
望
す
る

場
合
は
、
農
地
法
３
条
の
農

業
委
員
会
の
許
可
を
得
る
こ

と
も
可
能
）

◆
農
地
に
つ
い
て
の
相
談

は
農
地
バ
ン
ク
等
に

今
後
、
農
地
に
関
す
る
決

め
事
は
「
目
標
地
図
」
が
基

本
と
な
る
。
農
業
委
員
会
、

市
町
村
、
農
地
バ
ン
ク
は
互

い
に
情
報
を
共
有
し
て
お

り
、こ
れ
ら
の
組
織
が
今
後
、

地
域
の
相
談
窓
口
と
な
る
。

例
え
ば
牧
草
地
を
離
農
者
か

ら
引
き
受
け
た
い
場
合
な
ど

も
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
。

農
水
省
は
７
月
１９
日
、
２３

年
度
の「
チ
ー
ズ
の
需
給
表
」

を
公
表
し
た
。

生
産
量
は
、
国
内
産
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
４
万
５
千

ｔ
（
前
年
比
２
・
２
％
減
）

と
、
４
年
連
続
増
加
と
は
な

ら
な
か
っ
た
（
左
表
）
。
こ

の
う
ち
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ

原
料
用
は
同
０
・
４
％
増
、

プ
ロ
セ
ス
原
料
以
外
は
同
４

・
９
％
減
と
な
っ
た
。

総
消
費
量
は
同
６
％
減

と
、
４
年
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
。
内
訳
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
消
費
量
が
同
５
％

減
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
消
費

量
が
同
７
・
６
％
減
。

チ
ー
ズ
総
消
費
量
に
占
め

る
国
産
の
割
合
は
、
前
年
度

か
ら
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
１５
・
３
％
と
な
っ
た
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
輸
入

総
量
は
、
２４
万
３
千
ｔ
（
同

５
・
２
％
減
）と
、
円
安
な
ど

の
影
響
も
あ
り
減
少
し
た
。

牛
乳
の
需
給
緩
和
対
策
と

し
て
、
国
産
チ
ー
ズ
の
消
費

拡
大
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
高
品

質
な
国
産
チ
ー
ズ
生
産
体
制

の
構
築
が
重
要
と
な
る
。

山
形
県
東
根
市
に
あ
る
若

木
（
営
団
）
開
拓
は
、
標
高

１
２
０
ｍ
ほ
ど
の
盆
地
で
、

山
形
空
港
の
東
に
位
置
し
、じん

南
側
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
神

町
駐
屯
地
の
一
部
も
、
か
つ

て
は
開
拓
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
若
木
地
区
は
戦
中
の

４３
年
に
農
地
開
発
営
団
（
農

地
開
発
す
る
た
め
の
国
家
代

行
機
関
）
に
よ
り
開
拓
が
進

め
ら
れ
、３９
名
が
入
植
し
た
。

配
分
地
は
広
大
な
原
野
と

松
林
で
、
道
路
も
自
ら
の
手

で
切
り
開
き
、
用
水
は
遠
く

せ
き

の
堰
を
利
用
し
、
冬
に
は
雪

を
溶
か
し
て
飲
用
す
る
ほ
ど

と
う
く
わ

だ
っ
た
。
重
い
唐
鍬
に
よ
る

開
墾
作
業
は
進
ま
ず
前
途
多

難
を
思
わ
せ
た
が
、
そ
の
苦

境
を
打
開
し
た
の
は
開
拓
者

同
志
の
強
固
な
共
同
精
神
で

あ
っ
た
（
碑
文
よ
り
）
。

と
こ
ろ
が
、
戦
況
が
悪
化

し
て
く
る
と
、
４４
年
に
日
本

海
軍
航
空
隊
（
予
科
練
）
が

建
設
さ
れ
、
せ
っ
か
く
開
墾

し
た
開
拓
地
の
一
部
が
接
収

さ
れ
た
。
加
え
て
新
た
に
１５

戸
が
編
入
さ
れ
、
少
な
い
土

地
に
再
分
配
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

終
戦
間
近
に
は
３
度
の
空

襲
を
受
け
、
恐
怖
の
ど
ん
底

に
突
き
落
と
さ
れ
た
。

や
っ
と
終
戦
と
な
り
、
戦

災
者
な
ど
１５
名
が
新
た
に
編

入
さ
れ
た
。

し
か
し
、
４６
年
に
は
ア
メ

リ
カ
軍
が
進
駐
し
、
ま
た
も

開
拓
地
が
接
収
さ
れ
た
。
２０

戸
が
強
制
立
退
き
と
な
り
、

主
食
で
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
、
わ
ず
か
な
現
金
収
入
を

見
込
ん
だ
ス
イ
カ
畑
が
ブ
ル

で
踏
み
に
じ
ら
れ
た
。

当
初
１
戸
当
た
り
４
町
歩

あ
っ
た
土
地
が
、
１
町
６
反

ま
で
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

土
地
の
返
還
を
求
め
て
国
や

県
に
懸
命
に
陳
情
し
、
５４
年

に
は
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
正

門
前
に
座
り
込
み
を
強
行
し

た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
５６
年
に

撤
退
し
た
が
、
日
本
の
自
衛

隊
が
駐
屯
す
る
こ
と
に
。
大

変
な
努
力
の
末
、
５７
年
に
３２

町
歩
が
返
還
さ
れ
た
。

同
地
で
は
明
治
か
ら
リ
ン

ゴ
栽
培
が
盛
ん
で
、
年
々
技

術
が
進
歩
し
、
品
種
も
多
様

に
な
っ
て
き
た
。そ
の
他
に
、

ブ
ド
ウ
、
洋
ナ
シ
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。
現
在
で
は
「
果
樹
王

国
ひ
が
し
ね
」
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
。

４８
年
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
豊
栄
神
社
を
建
立
し

た
。
７４
年
に
は
神
社
敷
地
内

に
入
植
３０
周
年
の
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
た
。

９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

９
月

４
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟
中

央
常
任
委
員
会
・
開
拓

青
年
部
意
見
交
換
会

１７
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

全
開
連
人
事

（
８
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
参
与
（
西

日
本
支
所
参
与
）
上
井
誠

チーズの需給表（トン、％）

２３／２２比

９７．８

１００．４

９５．１

９４．８

９４．２

９５．０

９５．０

９２．４

９２．７

８７．８

９４．０

－

（農水省の資料から）

２３年度

４５，１４６

２３，３７７

２１，７６９

２４３，４５２

７０，８０７

１７２，６４５

１９４，４１４

１２１，０４４

１１３，７７３

７，２７１

３１５，４５８

１５．３

２２年度

４６，１６０

２３，２８１

２２，８７９

２５６，９０２

７５，１９７

１８１，７０５

２０４，５８４

１３１，０４９

１２２，７６３

８，２８６

３３５，６３３

１４．９

項目

国産ナチュラルチーズ生産量

プロセスチーズ原料用

プロセスチーズ原料用以外

輸入ナチュラルチーズ総量

プロセスチーズ原料用

プロセスチーズ原料用以外

ナチュラルチーズ消費量

プ ロ セ ス チ ー ズ 消 費 量

国 内 生 産 量

輸 入 数 量

チ ー ズ 総 消 費 量

チーズ総消費量の国産割合

国
内
チ
ー
ズ
生
産
量
４
年
振
り
減
少

原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ババババババババババババババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククククククククククククククク
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由
にににににににににににににににににににににににににににににににに

原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
バババババババババババババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ククククククククククククククククククククククククククククククク
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由
ににににににににににににににににににににににににににににににに

国
産
チ
ー
ズ
消
費
量
率
は
わ
ず
か
に
増
加

来
春
よ
り

農
地
の
貸
借
・
売
買

戦争に負けず果樹王国に
お さ な ぎ

山形県東根市・若木開拓
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岩
手
県
の
開
拓
酪
農
家

が
、
酪
農
や
牛
乳
の
普
及
な

ど
で
地
元
テ
レ
ビ
局
も
注
目

す
る
活
動
を
し
て
い
る
。

岩
手
花
平
農
協
の
花
平
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
改
良

や
酪
農
技
術
の
普
及
、
地
元

の
盛
岡
農
業
高
校
の
実
習
生

の
受
け
入
れ
な
ど
若
手
酪
農

家
の
育
成
に
向
け
た
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

６
月
２９
日
に
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
『
滝
沢

市
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
特

別
番
組

や
さ
し
さ
発
見
！

た
き
ざ
わ
５
つ
の
「
わ
」
』

で
は
、
同
志
会
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
会
長
の
鈴
木

稔
さ
ん
や
、石
川
昌
之
さ
ん
、

宮
林
泰
之
さ
ん
、
太
田
哲
さ

ん
な
ど
、
多
く
の
開
拓
農
家

が
出
演
し
た
。

番
組
で
は
滝
沢
市
の
武
田

市
長
が
、
稔
さ
ん
が
経
営
す

る
「
鈴
木
農
園
」
で
行
わ
れ

た
小
学
生
の
酪
農
体
験
の
練

習
会
で
の
様
子
を
取
材
。
同

志
会
は
滝
沢
市
の
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

と
協
力
し
て
、
７
月
に
市
内

の
小
学
生
を
対
象
に
酪
農
体

験
会
を
予
定
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
事
前
の
練
習
会

で
取
材
を
受
け
た
。

番
組
で
は
、
写
真
の
宮
林

さ

き

桜
季
さ
ん
が
、
市
長
と
１
分

間
の
搾
乳
対
決
。
桜
季
さ
ん

が
２
５
６
ｇ
、
市
長
が
２
１

６
ｇ
で
、
桜
季
さ
ん
に
軍
配

が
あ
が
っ
た
。
バ
タ
ー
づ
く

り
体
験
も
行
わ
れ
、
ク
ラ
ッ

カ
ー
に
塗
っ
て
試
食
し
た
市

長
が
、
「
な
め
ら
か
で
口
ど

け
が
早
く
、
美
味
し
い
」と
、

出
来
た
て
の
バ
タ
ー
の
感
想

を
リ
ポ
ー
ト
し
た
。

稔
さ
ん
と
哲
さ
ん
は
、「
花

平
地
区
は
１
頭
の
乳
牛
か
ら

開
拓
が
始
ま
っ
た
。
酪
農
は

一
人
で
は
で
き
な
い
仕
事
な

の
で
、
地
域
の
横
の
つ
な
が

り
の
「
輪
」
が
非
常
に
重
要

に
な
る
。
祖
父
か
ら
始
ま
っ

た
酪
農
を
、
三
代
目
と
し
て

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
酪
農
を
通
じ
た
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。
参
加
者
全
員
の
満
面
の

笑
顔
の
集
合
写
真
が
番
組
の

締
め
を
飾
っ
た
。

Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
は
７
月

２０
日
、
上
北
郡
七
戸
町
の
県

家
畜
市
場
で
第
１１
回
畜
産
共

進
会
を
開
催
し
た
。
肉
用
牛

の
部
と
乳
用
牛
の
部
（
未
経

産
牛
部
門
と
経
産
牛
部
門
）

の
３
部
門
で
行
わ
れ
た
。

肉
用
牛
の
部
に
黒
毛
和
種

若
雌
・
経
産
牛
２９
頭
、
乳
用

牛
の
部
に
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
未
経
産
牛
１６
頭
、
経
産
牛

１７
頭
、
合
計
６２
頭
が
出
品
さ

れ
、
体
型
や
発
育
状
況
な
ど

を
競
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
肉
用
牛
の

部
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
、
西
野
福
寿
さ
ん
（
七

戸
町
原
久
保
）
の
出
品
牛
が

受
賞
。
乳
用
牛
の
部
で
は
、

未
経
産
牛
部
門
が
阿
部
亨
さ

ん
（
六
ヶ
所
村
庄
内
）
、
経

産
牛
部
門
は
本
間
巧
斗
さ
ん

（
東
北
町
北
栄
）
の
出
品
牛

が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

西
野
さ
ん
と
本
間
さ
ん
は

初
の
栄
冠
。
阿
部
さ
ん
は
未

経
産
・
経
産
両
部
門
合
わ
せ

て
６
度
目
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
受
賞
と
な
っ
た
。

日
本
か
ら
２１
年
に
輸
出
さ

れ
た
農
林
水
産
物
の
う
ち
、

青
果
物
で
は
、
リ
ン
ゴ
が
４

割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
中

で
も
、
リ
ン
ゴ
の
輸
出
額
の

７２
・
９
％
を
台
湾
一
国
で
占

め
て
お
り
、
台
湾
で
の
日
本

産
リ
ン
ゴ
の
消
費
傾
向
は
、

海
外
の
市
場
開
拓
と
農
家
の

所
得
増
の
た
め
の
重
要
な
情

報
と
な
る
。

農
林
水
産
政
策
研
究
所

は
、
台
湾
で
自
家
消
費
用
の

需
要
が
拡
大
し
た
日
本
産
リ

ン
ゴ
の
消
費
者
層
を
調
査
し

た
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

で
、
台
湾
全
土
の
２０
〜
５０
代

の
男
女
８
２
８
７
名
の
回
答

者
の
中
か
ら
、
過
去
２
年
間

に
自
家
消
費
用
に
日
本
産
リ

ン
ゴ
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ

る
３
９
１
９
名
を
日
本
産
購

入
層
と
し
て
分
析
し
た
。
台

湾
で
の
日
本
産
リ
ン
ゴ
の
購

入
場
所
の
割
合
は
、
図
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

◇
家
族
層
の
購
入
機
会
が

多
い調

査
の
結
果
、
女
性
は
男

性
よ
り
も
「
伝
統
小
売
市
場

（
台
湾
に
昔
か
ら
あ
る
、
地

元
の
人
が
よ
く
利
用
す
る
市

場
）
」
を
多
く
利
用
し
て
い

る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
安
価

に
食
料
を
調
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
男
性
は
百
貨
店
・
量

販
店
の
利
用
率
が
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

世
帯
員
数
で
み
る
と
、
人

数
が
多
い
ほ
ど
量
販
店
や
伝

統
小
売
市
場
で
購
入
す
る
傾

向
。
世
帯
人
数
が
多
い
と
調

理
機
会
が
多
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
店
で
の
購
入
が
多
い
よ

う
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
や
配

偶
者
が
い
る
層
で
も
、
購
入

先
を
問
わ
ず
日
本
産
リ
ン
ゴ

が
多
く
購
入
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
層
で
日
本
産

リ
ン
ゴ
の
人
気
が
高
か

っ
た
。

◇
単
身
世
帯
２０
代
が

最
も
購
入
機
会
多
い

世
帯
員
数
の
影
響
を

除
い
た
年
代
別
で
は
、

購
入
先
を
問
わ
ず
、
２０

代
が
最
も
多
く
日
本
産

リ
ン
ゴ
を
購
入
し
て
い

る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
。
子
供
や
配
偶
者
の
い
な

い
単
身
世
帯
で
は
、
若
年
層

に
よ
る
自
家
消
費
用
リ
ン
ゴ

の
購
入
が
相
対
的
に
多
い
傾

向
。
通
信
販
売
も
よ
く
利
用

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

◇
伝
統
小
売
市
場
・
若
年

層
・
女
性
・
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に

購
入
先
を
問
わ
ず
、
家
族

層
お
よ
び
単
身
世
帯
の
若
年

層
で
の
購
入
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
量
販
店
や
伝
統
小
売

市
場
が
幅
広
い
層
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
。
百
貨
店
や

通
信
販
売
は
高
所
得
者
や
家

族
層
で
利
用
率
が
高
い
傾

向
。
そ
れ
ぞ
れ
の
層
に
合
わ

せ
た
戦
略
が
重
要
と
な
る
。

※
資
料
は「
八
木
浩
平
，樋

口
倫
生
，＆
玉
木
志
穂
．（
２

０
２
３
）．
台
湾
に
お
け
る

日
本
産
自
家
消
費
用
り
ん
ご

の
購
入
先
の
選
択
行
動

選

択
行
動
の
同
時
決
定
性
を
考

慮
し
て
．農
業
経
営
研
究
，６１

（
２
），７３
―
７８
．」
か
ら

現
在
、
米
国
で
乳
牛
が
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
、
そ
の
牛
乳
か
ら
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
（
以

下
、ウ
イ
ル
ス
）が
検
出
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
日
本
に
は
侵

入
し
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究

所
新
世
代
感
染
症
セ
ン
タ
ー

は
５
月
３１
日
、
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
牛
乳
の
熱
不
活
性

化
実
験
の
結
果
を
公
表
し

た
。ウ

イ
ル
ス
を
含
む
牛
乳
を

熱
処
理
し
、
鶏
卵
お
よ
び
培

養
細
胞
に
接
種
し
て
、
感
染

性
ウ
イ
ル
ス
を
評
価
。
図
の

と
お
り
、
高
温
で
加
熱
殺
菌

す
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
を
３

万
分
の
１
に
減
少
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
は

万
一
の
時
の
備
え
に
な
る
。

な
お
、
厚
労
省
で
の
「
乳

及
び
乳
製
品
の
成
分
規
格
等

に
関
す
る
命
令
」
で
は
、
生

乳
の
製
造
方
法
の
基
準
と
し

て
、
『
６３
℃
で
３０
分
間
加
熱

殺
菌
す
る
か
、
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
殺
菌
効
果
を
有

す
る
方
法
で
加
熱
殺
菌
す
る

こ
と
』
と
し
て
い
る
。

日
本
産

リ
ン
ゴ

台
湾
で
自
家
消
費
用
の
購
入
増
加

花
平
ホ
ル
ス

タ
イ
ン

改
良
同
志
会
が
テ
レ
ビ
出
演

酪
農
・
牛
乳
の
普
及
に
尽
力

写真提供：全て岩手朝日テレビ

滝沢市長と搾乳対決をする桜季さん

酪農体験の様子

東京大学国際高等研究所新世代感染症
センターの資料から

㊤未経産牛の阿部さん、㊦経産牛の本間さん

Ｇチャンピオンに
阿部さ

ん・本間さ
ん

東大
生
乳
中
の
鳥
イ
ン
フ
ル
ウ
イ
ル
ス
３
万
分
の
１
に

第１１回 ゆうき青森
農協畜産共進会
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（公財）肥料科学研究所は７月１９日、
２４年度第１回研究会を開催した。研究
会では、鹿児島県農業開発総合センタ

う え ぞ の

ー生産環境部土壌環境研究室の上薗一
郎氏が、「生産現場における畑土壌可
給態窒素診断の活用事例について」と
題した講演を行った。
＜可給態窒素とその測定法＞
作物は、堆肥や肥料のほかに土壌か
らの窒素も吸収して生長する。土壌に
は有機物が含まれていて、これを土壌
微生物が分解することで、作物が吸収
できる無機態窒素となる。土壌から供
給される窒素を「可給態窒素（地力窒
素）」といい、土壌窒素肥沃度の指標
となる。その数値によって窒素施肥量
を調節することが望まれる。
そんな可給態窒素の分析は、これま
では土壌を採取して４週間培養したう
えで、専用の分析機器を必要とした。
また、土壌診断において、可給態窒素
の基準値が定められてはいるものの、
ほとんどの分析機関で測定項目に入っ
ておらず、生産者は自らのほ場の可給

態窒素を知ることができなかった。
そこで同氏は、通常、水質測定に用
いられるパックテストＣＯＤを利用し
た「８０℃１６時間水抽出法」を開発した
（写真）。これにより、従来の３０℃４
週間湿潤培養法より低コストで簡単に
測定が可能となったことで、この方法
で県内の各生産者の畑土壌の地力窒素
を測定し、地力の見える化の活動を行
ってきた。
＜パックちゃん開発と利用＞
これまで、各県で試験研究が行われ、
可給態窒素レベルに応じた窒素施肥基
準量が提案されてきた。しかし、土壌
の種類や地域（地温）、栽培時期など
によって地力窒素発現量が異なるた
め、基準量をそのままでは適用できな
い問題があった。そこで同センターは、
可給態窒素量レベルに適した窒素施肥
量を算出する計算シート「パックちゃ
ん」を開発し、公開している。
同シートは全国４７都道府県に対応。
都道府県、土壌の種類（黒ボク土か非
黒ボク土）、施肥と収穫の予定日、可

給態窒素測定値、施肥基準量の５項目
を入力することで、そのほ場に適した
推奨施肥窒素量を算出できる。
計算シートで算出した推奨施肥窒素
量を基に、鹿児島県内のキャベツ、ニ
ンジン、ブロッコリー農家で肥料設計
を見直した事例が紹介された。いずれ
も、減肥が肥料費の削減につながり、
収益性が改善した。
なお、シートの算出結果を適用でき
る対象品目が、秋冬、冬春露地野菜で
あり、予備的に畑の一部で確認してか
ら利用することを留意点として挙げて

いる。
計算シートは、鹿児島県農業開発総
合センターのホームページ内、「お役
立ちマニュアル等」から誰でも入手す
ることが可能だ（ＱＲコードからもア
クセス可能）。資材費が高騰している
今、シートを用いて適切な施肥に取り
組み、コストの削減を図りたい。

肥料原料は輸入への
依存度が高く、価格が
２１年以降高騰してい
る。また、農水省が策
定した「みどりの食料
システム戦略」におい
ては、５０年までに化学
肥料の使用量を３０％低
減する目標を掲げてお
り、そのためには今後、
家畜ふん堆肥等の有機
質資材を積極的に活用
していく必要がある。
そこで、茨城県農業
総合センターは今年３
月、「家畜ふん堆肥等
を活用した肥料低減事
例集」を作成、公開し
た。
同事例集では、主要
露地野菜品目や水稲栽
培を中心に、土壌診断に基づく減肥、
堆肥による化学肥料の代替、混合堆肥
複合肥料の紹介など、家畜ふん堆肥を
用いた減肥技術の実証試験事例がまと
めて紹介されている。
事例集は、「茨城県農業総合センタ
ー技術対策」と検索するか、ＱＲコー

ドからホームページにアクセスするこ
とで入手できる。

主にハウスで栽培されるアールス
系メロン（果皮のネットが美しく、
果実に枝の部分がＴ字についた状態
で販売されるタイプのメロン）の産
地では近年、退緑黄化病（以下、同
病）が問題となっている。
同病はタバココナジラミによって
伝播するウイルス病で、感染すると、
葉に緑色が薄くなった小斑点が生じ
て葉全体が黄色くなり、果実重と糖
度が低下するため、商品価値が著し
く低下する。
防除効果の高い農薬が限られるタ
バココナジラミ系統の発生が増えて
おり、従来の方法では防除が難しい
ため、同病抵抗性品種の開発が求め

られている。
そこで農研機構は７月、民間企業と
共同で、世界で初めて退緑黄化病抵抗
性メロン新品種、「アールスアポロン」
シリーズ４品種を育成したことを公表
した。
農研機構が開発した同病抵抗性系統
と、企業が保有する優良親系統を交配
して育種を進め、４品種（夏系、春秋
系、早春晩秋性、秋冬系）のＦ₁品種を
育成した。
本品種は同病に感染しても症状が軽
く、果実重や糖度が低下しにくいため、
同病発生地域における、高品質なアー
ルス系メロン果実の安定生産に貢献す
る品種として期待されている。

可給態窒素分析による施肥診断可給態窒素分析による施肥診断
「パックちゃん」で露地野菜施肥設計

写真 上薗氏の資料から

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅

堆肥等を活用した肥料低減事例集
世界初の退緑黄化病抵抗性メロン育成土壌診断で肥料コスト低減に活用

安定生産への貢献に期待

メロン生産者ほ場（退緑黄化病発生地域）での試作状況
（Ａ）退緑黄化病による葉の黄化が少ない新品種「アールスアポロン」（左）
と黄化が激しい罹病性品種（右）。
（Ｂ）正常な「アールスアポロン」の果実（左）とネット形成の悪い罹病性品
種の果実（右）

茨城県農業総合センターの資料から

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅
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乳用牛は暑さに弱いため、様々な暑
熱対策を講じる必要がある。徳島県立
農林水産総合技術支援センターは、暑
い環境下で受胎率や繫殖機能を改善す
る技術を公表した。
◇子宮洗浄で夏の受胎率改善
胚移植は夏の乳用牛の受胎率向上に
有効とされているが、強い暑熱ストレ
スによる子宮内環境の悪化で受胎率が
低下する可能性がある。そこで、子宮
内環境の改善のため、子宮洗浄（図１）
による受胎率への影響を調査した。
試験方法：県内酪農家５戸で実施し
た。子宮洗浄を行った「洗浄区」に２４
頭、行わなかった「非洗浄区」に２０頭
を供試。洗浄液には、人間の点滴など
にも使う「乳酸加リンゲル液」を用い
た。子宮体部に留置したカテーテルで
洗浄液を還流。還流を５回繰り返すか、
液が透明になるまで続けた。
両区とも胚移植後５０～６０日後に超音
波画像診断装置を用いて診断し、
受胎率を算出した。
結果：洗浄区で、非洗浄区より
も受胎率が高い傾向がみられた
（図２）。また、胚の凍結の有無
では、新鮮胚で５７．１％と、凍結胚
より２０％ほど受胎率が高い傾向が
みられた。
試験を実施した農家５戸のうち
４戸で洗浄区の受胎率が高い傾向
がみられ、強い暑熱ストレス環境
下での子宮洗浄が受胎率改善に役
立つことが分かった。同センター

は今後、さらに頭数を増やして試験を
行う必要があるとしている。
◇ブドウ種子抽出物給与で繁殖成績
改善
繁殖成績と酸化ストレス（体内の活
性酸素の産生が過剰になり、抗酸化防
御システムのバランスが崩れた状態）
の関係が近年多くの研究で解明されて
おり、畜産分野でも、抗酸化物質の給
与による体内の酸化ストレスの抑制事
例が報告されている。そこで、ポリフ
ェノールの中でも特に抗酸化作用が強
い「プロアントシアニジン」というブ
ドウの種子から抽出した物質を主成分
とする添加剤を飼料にトップドレス給
与し、繫殖成績に与える影響を調査し
た。
試験方法：分娩予定日２８日前～分娩
後８４日までブドウ種子抽出物を１００ｇ
／日トップドレスで給与する「給与区」
に８頭（初産牛４頭、経産牛４頭）、

給与しない「対照区」に１０頭
（初産牛４頭、経産牛６頭）
を供試。
また、ブドウ種子抽出物の
効果検証のため、抗酸化作用
が報告されている海藻サプリ
を給与する「海藻サプリ区」
に３頭（初産牛）を供試した。
調査項目は、分娩後の繫殖
機能・血液性状などとした。
結果：給与区では、対照区
よりも初回排卵日数と初回発
情日数が短くなる傾向がみら
れた（図３）。また、給与区
を海藻サプリ区と比べたとこ
ろ、初回排卵日数と初回発情
日数が有意に短くなった（図４）。給
与区は血液性状でも、分娩後８週時の
栄養状態が良好で、血中総ケトン体濃
度も低位で推移した。
分娩後の初回採卵日数や初回発情日
数の短縮、繫殖機能の回復効果が認め

られ、分娩後のエネルギーバランス改
善に役立ったとみられたことから、ブ
ドウ種子抽出物の給与が暑熱ストレス
を緩和することが分かった。今後、飼
料の消化吸収効率の変化などについて
も調査していくとしている。

農研機構は６月１８日から、酪農経営
向けの「飼料設計支援プログラム」を
公開している。Google アカウントが
あれば、生産者や行政団体は無料で使
える。
☆最も低コストな飼料設計案を提示
対象は、搾乳牛・乾乳牛・育成牛。
頭数や飼料の栄養価・単価などを記載
した Excel ファイルをプログラムに

アップロードすると、自動で最も低コ
ストな飼料メニュー設計案・自給飼料
作付け案が同時に提示される（図）。
利用は無料だが、下記の農研機構へ
の申請が必要となる。

〈連絡先〉農研機構北海道農業
研究センター 広報チーム
cryoforum@ml.affrc.go.jp

暑熱ストレスへの対策には、体温上
昇による体内の酸化ストレスの増大を
防止する、抗酸化物質を多く含む飼料
などの給与が有効となる。同センター
は抗酸化物質の一種であるタンニンを
多く含むレンコンに着目。徳島県内だ
けでも年間１０００ｔ近く廃棄される、規
格外のレンコンやレンコン下位節の残
さを乳用牛に給与した。
試験方法：県内のレン
コン農家から、レンコン
残さを収集。水洗・粉砕
したレンコンはブルーシ
ートに広げ、二晩程度天
日干しで乾燥させた。２００
Ｌのポリドラムに詰め込
み、掃除機を使って十分
に脱気してサイレージ化
を行った。
飼料は表のとおりの割
合で、発酵TMRとして給与。試験区
では、対照区の配合飼料のうち、乾物
割合で５％相当量をレンコン残さで代
替。レンコン残さを給与する「試験区」
に３頭、慣行飼料を給与する「対照区」
に３頭をそれぞれ配置した。
なお、生のレンコン残さは水分割合
が８割と高いため、対照区の飼料には
加水し、試験区の飼料と水分量が同等
になるよう調整。試験飼料はレンコン
残さのサイレージ化と同じように掃除
機で脱気し、常温の倉庫内で２週間以
上発酵させた。
慣行のフレッシュ TMR と試験飼

料を現物で１：１で混合して１週間の
切り替え期間を設けた後、３週間試験
飼料を給与。乳量・乳成分・血液性状

などを調査した。
結果：試験飼料の給与による乳量・
乳質や血液性状などへの大きな影響は
みられなかった。
しかし、同時に暑熱ストレスにさら
された乳牛に及ぼす影響も特に認めら
れなかったものの、廃棄されるレンコ
ン残さの飼料としての活用の可能性が
見出せた。レンコン残さのNFE（可溶
無窒素物＝可消化炭水化物）は７５％と
高く、粗繊維が約５％と低いため、濃
厚飼料として利用できるとみられた。
同センターは、レンコン残さは水分
割合が高く取り扱いにくいため、サイ
レージ化やＴＭＲの材料として速やか
に混合給与するのが望ましいとしてい
る。

暑熱対策 子宮内洗浄で受胎率向上
ブドウ種子抽出物給与で繁殖改善

廃棄レンコン残さを給与
ＴＭＲへ５％の混合が可能

図１ 子宮洗浄のイメージ図

レンコン残さのサイレージ化の様子

酪農「飼料設計支援プログラム」公表
無料で最安の組み合わせを提案

「飼料設計支援プログラム」の概要
農研機構の資料から



開 拓 情 報（7） 第796号 2024年（令和6年）8月15日（毎月１回１５日発行）

農水省は６月28日、『「アニマルウ
ェルフェア（以下、ＡＷ）に関する飼
養管理指針」に関する生産現場におけ
る取組状況について』を公表した。
同省は、「国際獣疫事務局の陸生動
物衛生規約におけるＡＷの国際基準を
踏まえた家畜の飼養管理の推進につい
て」で定められた、「畜種ごとの飼養
管理等に関する技術的な指針」に掲げ
る各項目の実施状況の把握を行うこと
としている。今回の調査は、24年度以
降に予定されている本格調査に先立
ち、試行調査を行ったもの。

同調査は、23年度に「畜種ごとの飼
養管理等に関する技術的な指針」に関
するチェックリストを、アンケート調
査票として各畜種の生産者へ郵送など
で配布し、回収する方法で行われた。
調査期間は23年度末までとした。ここ
では肉用牛、乳用牛、豚の３畜種の調
査結果を紹介する。
＜肉用牛・乳用牛＞
肉用牛の調査の総回答数は706件、乳
用牛では292件だった。数多くある設問
の中で、特に注目すべき点は「除角」
と「去勢」についてである。

除角については、設問②（設問内容
は図１参照）で「はい」と回答したの
は、肉用牛では40．1％、乳用牛では70．6
％だった。この設問で、肉用牛と乳用
牛の割合が大きく異なるのは、乳用牛
の方が除角する頭数と頻度が少ないこ
と、肉用牛経営では素牛導入後に除角
を実施していることなどが理由として
考えられる。
去勢（肉用牛）については、設問②
（図２参照）で、78．9％が「はい」と
回答している。肉用牛、乳用牛ともに
ＡＷを意識した生産者が増えている傾
向が見受けられる。

＜豚＞
豚の調査の総回答数は
470件だった。去勢や断
尾、歯切り・牙切りに関
する設問をみると、いず
れの項目も９割を超える

生産者が「はい」と回答している。こ
の割合の高さは、設問では麻酔や鎮痛
剤の投与についての言及がなく、基本
的な飼養管理についてのみ聞かれてい
るためと考えられる。
最後に、「農水省が昨年７月に、Ａ
Ｗに関する新たな国の飼養管理指針を
発出したことを知っているか」という
問いに注目したい。これに対して、「知
っている」と回答した生産者は、肉用
牛が17．8％、乳用牛が24％、豚が38．9
％だった。飼養する畜種によって、Ａ
Ｗへの理解度に差が見られることがう
かがえる。
調査結果全体を見ても、ＡＷを気に
しながら飼養管理を行っている生産者
が多い傾向がみられた。「指針」である
ため、法的強制力はないが、輸出など
の観点からもＡＷは畜産業界に広まっ
ているとみられ、今後も注目が必要だ。

牛の起立困難による死亡事故は、肥
育経営の大きな損失となる。死亡事故
は、牛の観察を行うのが難しい夜間や、
牧場を離れている間に起きることが多
く、労働力などの問題により人による
観察だけで防ぐには限界がある。
そこで、牛にセンサーを取り付けた
り、牛房にカメラを設置するなどして、
牛の行動や状態などを監視するサービ
スが多数展開されている。主に起立困
難、発情兆候、分娩兆候などを検知し、

異常があればアラートで知らせるシス
テムとなっているのが一般的だ。実際
に、これらを利用して事故対策を行っ
ている開拓農家も多い。
「U-motionⓇ（デザミス株式会社）」
はその一つである。同センサーは、他
社製品と同様に、首輪型の「ネックタ
グセンサー」として提供されてきた。
しかし、肥育牛の成長は速いため、定
期的にベルトを緩める作業が必要で、
手間がかかることが課題となってい

た。これを受け、同社は耳標型の「イ
ヤタグセンサー」を開発、提供を開始
した（写真）。
同社によると、センサーは、丸く柔
らかくて軽いもので、色は目立ちやす
いパステルブルー。耳標と同様に簡単

に装着でき、短時間で手軽に着脱が可
能としている。
「イヤタグセンサー」の導入対象は
７月時点では肥育経営のみとなってお
り、他の営農形態用については順次開
発を進めるとしている。

農水省は７月９日、畜産統計（24年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、豚では前年に比べて、飼養頭数、
飼養戸数ともに減少している。
全国の飼養戸数は3130戸で、前年に
比べ240戸（7．1％）減少した（表）。
飼養頭数は879万8000頭で、15万8000

頭（1．8％）減少した。１戸当たり飼養
頭数は153．3頭（5．8％）増え、2810．9
頭となった。
飼養頭数の内訳をみると、子取り用
メス豚は75万8300頭で、３万3500頭
（4．2％）減少。肥育豚は736万2000
頭で、15万頭（2．0％）減少した。

地域別にみると、飼養戸数は四国で
前年並みとなったが、他の全地域で減
少した。飼養頭数は、中国で増加した
が、これ以外の全地域で減少した。

なお、地域別の飼養戸数と飼養頭数
は、関東・東山（山梨、長野、岐阜）
と九州で全国の５割以上を占めてい
る。

農畜産業振興機構は８月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（24年６月分、確定値）
を公表した。
交雑種と乳用種で標準的販売価格が
標準的生産費を下回ったため、交付が
行われる。肉専用種は41都道府県で発

動した。なお、交雑種での発動は昨年
11月分を最後に７ヵ月ぶりとなる。
交付金単価（１頭当たり）は、交
雑種が２万3265．9円、乳用種が４万
1036．4円（４月は１万9021．5円、５
月は3万4847．1円、すべて確定値）。
前月分と比べると、交雑種は標準
的販売価格の急激な下落により、発
動。乳用種は素畜費が上昇したため、
交付金は増額となった。

農水省畜産局は７月23日、肉用子牛
生産者補給金制度の補給金単価（４～
６月分）を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が保証基準
価格を下回ったため、交付が行われる。
補給金単価は２万2600円となった。
また、農畜産業振興機構は同日、優
良和子牛生産推進緊急支援事業の奨励

金単価（４～６月分）を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が発動基準
価格を下回ったため、兵庫県以外で交
付が行われる。この事業では、飼養管
理向上に取り組む和子牛生産者（飼料
効率の改善、駆虫・防虫対策など）に
対し、奨励金が交付される。発動基準
と取り組み数によって、単価が異なる。

アニマルウェルフェア調査結果公表
２３年度 肉・乳牛、豚の取り組み状況

牛の起立困難など検知
「耳標型」が登場

デザミス株式会社の資料から

豚の飼養頭数・戸数ともに大幅減
２４年畜産統計

優良和子牛生産推進事業が発動
交雑種、乳用種で発動 子牛基金４～６月分を交付
牛マルキン６月分
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図１　飼料価格指数 図２　農業生産資材価格指数

図３　肉用牛 交雑種価格指数 図４　肉豚価格指数
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農水省が７月３０日に公表した「農業
物価指数（２４年６月）」によると、農
業生産資材価格指数（２０年の価格を基
準値の１００とする）のうち、畜産の飼料
の価格指数は１３９．５で、実に、２２年４月
から２年以上にわたって１３０を超えた
動きとなっている（図１）。
農業生産資材全体の指数でも、１２０前
後での推移が２２年７月から２年近く続
いている（図２）。６月は１２０．２で、前
年同月比では、光熱動力等が上昇した
が、飼料、肥料等がやや低下したこと
で１．２％低下した。

対して、農産物価格指数のうち、畜
産の枝肉価格について見ると、肉用牛
交雑種価格指数は１００～１１０付近にとど
まっており、農業生産資材指数より低
い推移となっている（図３）。
枝肉価格が堅調な肉豚でも、指数が

１２０を超えたのは５～９月に限られて
おり、飼料の指数高騰には遠く及ばな
い（図４）。
昨年１２月まで出ていた配合基金補て
ん金も、価格が高止まっているので、
今年に入ってからは１度も発動されて
いない。

資材費が高止まって、農産物販売価
格がこれについて行けていないため、
基準年の２０年と比べて利益が大幅にダ
ウンするのは明らかだ。

配合基金制度の改革も、販売価格の
形成も、いずれも先延ばしできない、
今すぐに対処しなければならない、最
重要な課題だ。

焼肉需要停滞も
Ｆ₁の引き合い
は継続か

記録的な猛暑で、焼肉需要の動きは
おとなしくなっている。和牛の引き合
いは弱いが、輸入物の高騰もあり、乳
去勢は強もちあいが続いている。
交雑種も比較的引き合いが強く、強
もちあいとなりそう。
【乳去勢】７月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０２４円（前年同月比１１３％）
となり、前月より１０円上がった。
８月になっても、代替え需要は続き、
Ｂ２で１０００円台後半の動きが多くなっ
ている。
【Ｆ₁去勢】７月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５５７円（同１０５％）、Ｂ２が１３５７円
（同１０７％）だった。前月に比べ、Ｂ３

が４６円、Ｂ２が１２円それぞれ上がった。
８月になり、軟調な和牛の代替え需
要が継続しており、Ｂ３で１６００円を超
える相場となっている。
【和去勢】７月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
１９６９円（同９２％）、Ａ３が１８２０円（同
９５％）だった。前月に比べ、Ａ４が１３５
円、Ａ３が１３１円それぞれ下がった。
８月初旬までは、Ａ４で２０００円台を
維持していたが、盆商戦後は引き合い
が弱まりそう。
【輸入量】農畜産業振興機構は８月
の輸入量を総量で４万５１００ｔ（同９９％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万６８００ｔ（同
９７％）、冷凍品が２万８３００ｔ（同
１００％）。冷蔵品は現地価格の高騰が続
き、米国産輸入量の減少が見込まれる。
【出荷頭数】８月の出荷頭数は、和
牛３万７３００頭（同９９％）、交雑種２万

１６００頭（同１０７％）、乳用種２万４８００頭
（同９３％）と、交雑種が前年を上回る
出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９５０～
１０５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、
同Ｂ３が１６００円台、同Ｂ２が１４００～
１５００円、和牛去勢Ａ４が１９００～２０００
円、同Ａ３が１７５０～１８５０円での推移
か。

猛暑による出荷
頭数減への懸念
で高値維持か

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が８３１円（前年同月比
１２２％）、中物は８０７円（同１２２％）と、
これまでに無い高値となっている。前
月に比べ上物が７７円、中物も７７円それ
ぞれ上昇した。中旬に一時反落したが、
下旬には再び盛り返し、８００円台をキー
プしている。
８月に入っても、上物で８００円を超え
る動きとなっている。輸入物の高騰も

あり、国産への引き
合いは強く、高値維
持はもうしばらく続
きそう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
８月は１２９万頭（前年
同月比１００％）と、平
年並みとなっている
が、今年も猛暑とな
り、出荷頭数は伸び
ない可能性がある。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、８月の輸入量は総量で８万１５００ｔ
（同１１０％）と、前年より増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万１１００ｔ（同
８８％）、冷凍品５万４００ｔ（同１３１％）。
前年の輸入量が少なかったことから、
前年同月を上回っているが、米国産等
の高値は続いている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が７５０～８５０円、
中物も７００～８００円で推移か。

乳雄・Ｆ₁共に
スモール頭数が
急増で価格低下

【スモール】７月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が７万２３３１円（前年同
月比１１３％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１６万９７３８
円（同１３２％）と、前月に比べ、乳雄は
５万６５０５円、Ｆ₁も３万７８４２円の急落と
なった。
乳雄・Ｆ₁ともに昨夏の猛暑で前月の
出生が当月にずれ込み、頭数が過剰と
なってきた。
８月に入っても頭数は多い状況が続
いている。市場によってバラツキがあ
るが、もう少しこの状況は続きそう。
【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２０万８６９円（同１０５％）、Ｆ₁去勢は３２万
９３３９円（同９７％）だった。前月に比べ
乳去勢は２万５１８円、Ｆ₁去勢は３３４６円、
ともに上昇した。
乳去勢は頭数減で、今回のスモール
が素牛出荷までは頭数が少ないとみら
れ、強もちあいの展開が予想される。
Ｆ₁去勢も頭数減や、肉牛相場がやや
好調なことから、下がりにくいか。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５６万５５８６円（同９６％）で、前月より１万
６６２３円下落した。
和牛の枝肉相場は軟調が続き、子牛
価格も動きは強まらず、弱もちあいの
展開が予想される。

７月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４６８ ４８０ ３１８ ３１５ ２０３，６４３ １８６，５３５ ６４０ ５９２
Ｆ₁去 ２，２１６ ２，４０１ ３４２ ３４４ ３２５，６６９ ３２１，３１１ ９５２ ９３４
和去 ３，２６３ ２，６０５ ３４０ ３４１ ６１８，０７７ ６１９，５８１ １，８１８ １，８１７

東 北
乳去 ３ ２ ２１８ ４３５ ５０，９６７ ５０，６００ ２３４ １１６
Ｆ₁去 ５ ３ ２４６ ２８８ １６９，１８０ １９３，９６７ ６８７ ６７３
和去 ２，５９２ ２，８１３ ３２６ ３２７ ５４１，５１２ ５３７，０８５ １，６５９ １，６４２

関 東
乳去 ４１ ２ ３０４ ４１９ ２９３，１０９ １６７，７５０ ９６３ ４００
Ｆ₁去 １８０ １８５ ３６３ ３５６ ３３４，２５９ ３２８，００３ ９２１ ９２０
和去 ７２７ １，１２０ ３３６ ３３０ ６１１，２９６ ６１９，８１１ １，８１９ １，８７８

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４９ １７０ ２７５ ３０５ ４８０，７６７ ５３５，９１４ １，７４８ １，７５６

東 海
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ６４ ６３ ３３３ ３４２ ３２６，６３１ ３３６，７０５ ９８１ ９８５
和去 ４４３ ２３２ ２８７ ２７８ ６２７，６５６ ６１６，４５５ ２，１９１ ２，２１６

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３８２ ３７０ ２６４ ２７８ ９０８，５８３ ９００，６１８ ３，４４６ ３，２３６

中 四 国
乳去 ５４ ５４ ３０６ ３２０ １１８，８２１ １３４，３２２ ３８９ ４１９
Ｆ₁去 ２７０ ２７４ ３３８ ３３７ ３４８，６４３ ３５４，５５７ １，０３２ １，０５３
和去 ６８３ ８８７ ３１７ ３１７ ５１７，８２６ ５３７，９９１ １，６３５ １，６９６

九州・沖縄
乳去 １ ６ ２４６ ３０６ １，１００ １４７，４００ ４ ４８１
Ｆ₁去 ３７８ ４０６ ３３４ ３３８ ３３７，２９３ ３３２，７６６ １，０１０ ９８５
和去 ７，６９５ ８，７６６ ３０３ ３０９ ５３１，２９７ ５７１，８０６ １，７５１ １，８５１

全 国
乳去 ５６７ ５４４ ３１５ ３１６ ２００，８６９ １８０，３５１ ６３８ ５７１
Ｆ₁去 ３，１１３ ３，３３２ ３４２ ３４３ ３２９，３３９ ３２５，９９３ ９６３ ９５０
和去 １５，８３４ １６，９６３ ３１５ ３１８ ５６５，５８６ ５８２，２０９ １，７９６ １，８３１

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

飼料価格指数１３０超、２年以上
農業物価指数（２０年を１００として）
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